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令和３年度 資格スクール大栄 

第 29 回建設業経理士試験 模範解答 

２   級 

〔第１問〕 

No. 
 借 方  貸 方 

記号 勘 定 科 目 金  額 記号 勘 定 科 目 金  額 

(1) 
Ｊ 工 事 未 払 金 8,000,000 Ｂ 当 座 預 金 7,985,000 

   Ｕ 仕 入 割 引 15,000 

(2) 
Ｂ 当 座 預 金 1,400,000 Ⅽ 有 価 証 券 1,500,000 

Ｘ 有 価 証 券 売 却 損 100,000    

(3) 
Ⅾ 建 物 5,800,000 Ｅ 建 設 仮 勘 定 1,200,000 

   Ｂ 当 座 預 金 4,600,000 

(4) 
Ｑ 繰 越 利 益 剰 余 金 330,000 Ｋ 未 払 配 当 金 300,000 

   Ｎ 利 益 準 備 金 30,000 

(5) Ｓ 社 債 発 行 費 償 却 120,000 Ｆ 社 債 発 行 費 120,000 

仕訳 1 組につき 4 点 合計 20 点 

(配点は、当学院の予想です) 

 

 

 

〔第２問〕 

(1) ￥ 200,000  (2) ￥ 2,700,000 

       

(3) ￥ 7,900,000  (4) ￥ 15,000 

各 3 点 合計 12 点 

(配点は、当学院の予想です) 
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〔第３問〕 

問１  記号(Ａ～Ｅ) 

1 2 3 4 

Ｂ Ａ Ｄ Ⅽ 

 

各２点 合計８点 

(配点は、当学院の予想です) 

問２ 

１             
 完 成 工 事 原 価 報 告 書  

  自 20X3 年 9 月 1 日  

  至 20X3 年 9 月 30 日 (単位：円) 

      
 Ⅰ．材 料 費  1,940,000 〇 

      
 Ⅱ．労 務 費  958,000 〇 

      
 Ⅲ．外 注 費  5,423,000 〇 

      
 Ⅳ．経   費  518,500 〇 

            
 完成工事原価  8,839,500  

            
 

２ 

￥ 2,926,000 ◎ 

 

３ 

 
現場共通費配賦差異月末残高  ￥ 4,180   記号(ＡまたはＢ) Ａ ◎ 

 
○1 つにつき 2 点 合計 8 点 

◎1 つにつき 4 点(3 は両方正解で) 8 点 

合計 16 点 

(配点は、当学院の予想です) 

 

〔第４問〕 

問１ ￥ 131   

     

問２ ￥ 19,650   

     

問３ ￥ 17,220  記号(ＡまたはＢ) Ｂ 

 

問１・問２ 各４点 合計 8 点 

問３    両方正解で  ６点 

合計 14 点 

(配点は、当学院の予想です) 
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〔第５問〕 

 精 算 表 
(単位：円) 

  

勘 定 科 目 
残 高 試 算 表 整 理 記 入 損 益 計 算 書 貸 借 対 照 表 

借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 

現 金 106,400      106,400  

当 座 預 金 234,000  1,500    235,500  

受 取 手 形 68,000      68,000  

完成工事未収入金 721,000   14,000   707,000  

貸 倒 引 当 金  8,400  8,220    16,620 

未 成 工 事 支 出 金 84,500 

 2,500 6,000   

63,600 

 

 18,000 2,400    

  33,000    

材 料 貯 蔵 品 7,500   2,500   5,000  

仮 払 金 38,500  
 6,500 

    
 32,000 

機 械 装 置 250,000      250,000  

機械装置減価償却累計額  150,000 6,000     144,000 

備 品 32,000      32,000  

備品減価償却累計額  14,000  4,500    18,500 

支 払 手 形  85,000      85,000 

工 事 未 払 金  115,000      115,000 

借 入 金  150,000      150,000 

未 払 金  61,000 
 1,500 

   63,300 
 800 

未 成 工 事 受 入 金  141,000  10,000    151,000 

仮 受 金  24,000 24,000      

完成工事補償引当金  22,000 2,400     19,600 

退 職 給 付 引 当 金  321,000  25,000    346,000 

資 本 金  100,000      100,000 

繰 越 利 益 剰 余 金  150,480      150,480 

完 成 工 事 高  9,800,000    9,800,000   

完 成 工 事 原 価 8,594,000  33,000  8,627,000    

販売費及び一般管理費 975,000    975,000    

受 取 利 息 配 当 金  7,400    7,400   

支 払 利 息 38,380    38,380    

 11,149,280 11,149,280       

旅 費 交 通 費   7,300  7,300    

備 品 減 価 償 却 費   4,500  4,500    

貸 倒 引 当 金 繰 入 額   8,220  8,220    

退職給付引当金繰入額   7,000  7,000    

未 払 法 人 税 等    10,000    10,000 

法人税、住民税及び事業税   42,000  42,000    

   156,420 156,420 9,709,400 9,807,400 1,467,500 1,369,500 

当 期 ( 純 利 益 )     98,000   98,000 

     9,807,400 9,807,400 1,467,500 1,467,500 

     1 つにつき 3点 合計 30 点 

(配点は、当学院の予想です) 
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《2級解説》 

〔第１問〕 

(1) 決済日より早く支払いを受けることにより生じた割引額は、仕入割引勘定で処理します。 

(2) 帳簿価額：￥300×5,000 株＝￥1,500,000 

   売却価額：￥280×5,000 株＝￥1,400,000 

   売却損益：￥1,400,000－￥1,500,000＝△￥100,000（売却損） 

(3) 新本社に対する手付金の支払額は、建設仮勘定に計上されているので、当該建物が完成した場合は、建物勘定に振り替え

ます。 

(4) 利益準備金積立額 

① ￥1,000,000÷４－(￥150,000＋￥50,000)＝￥50,000 

   ② ￥300,000÷10＝￥30,000 

     ③ ①＞②  ∴ ￥30,000 

(5) 社債発行に際して生じた費用は、社債発行費勘定で計上されています。当該支出額を繰延経理した場合は、社債の償還期

限で償却します。 

  社債発行費償却：￥600,000÷５年＝￥120,000 

 

 

〔第２問〕 

(1) 生産高比例法による減価償却費：￥3,000,000×
4,000単位

15,000単位
＝￥800,000 

定額法による減価償却費：￥3,000,000÷5 年＝￥600,000 

差額：￥800,000－￥600,000＝￥200,000 

(2) 未成工事受入金：￥18,000,000×30％＝￥5,400,000 

  完成工事高：￥18,000,000×
￥1,508,000＋￥5,620,000

￥15,840,000
＝￥8,100,000 

  完成工事未収入金：￥8,100,000－￥5,400,000＝￥2,700,000 

 ( 未 成 工 事 受 入 金 ) 5,400,000  ( 完 成 工 事 高 ) 8,100,000  

 ( 完 成 工 事 未 収 入 金 ) 2,700,000       

(3) 償却額は 20X1 年 4 月から 20X3 年 3 月までの 2 年間となります。 

償却額：(￥8,000,000－￥7,800,000)×
２年

４年
＝￥100,000 

  貸借対照表価額：￥7,800,000＋￥100,000＝￥7,900,000 

(4) 期末前払額：期首前払額￥5,000＋当期支払額￥350,000－損益計算書計上額￥340,000＝￥15,000 

支払利息 

期首前払額 

￥5,000 
損益計算計上額 

￥340,000 

当期支払額 

￥350,000 
期末前払額(差額) 

￥15,000 
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〔第３問〕 

問１  

工事間接費は、工事間接費の発生と最も相関関係の強い適切な基準を選択して現場別に配賦します。 

１．労務作業量に比例して発生する費用 ・・・・・・ Ｂ 直接作業時間 

２．タワークレーンの稼働時間に関連して発生する費用・・・・・・ Ａ 機械運転時間 

３．労務副費のような費用・・・・・・ Ⅾ 労務費額 

４．材料副費のような費用・・・・・・ Ⅽ 材料費額 

 

問２ 

１．現場共通費の予定配賦額 

   (1) 甲部門費 

      №201 工事：＠￥1,200×40 時間＝￥48,000 

      №202 工事：＠￥1,200×20 時間＝￥24,000 

      №212 工事：＠￥1,200×15 時間＝￥18,000 

      №213 工事：＠￥1,200×30 時間＝￥36,000   合計￥126,000 

   (2) 乙部門費 

      №201 工事：￥ 30,000×15％＝￥ 4,500 

      №202 工事：￥120,000×15％＝￥18,000 

      №212 工事：￥ 50,000×15％＝￥ 7,500 

      №213 工事：￥250,000×15％＝￥37,500   合計￥67,500 

２．完成工事原価報告書の作成 (№201 工事・№212 工事・№213 工事) 

   材料費：￥1,230,000＋￥380,000＋￥30,000＋￥50,000＋￥250,000＝￥1,940,000 

   労務費：￥560,000＋￥143,000＋￥81,000＋￥40,000＋￥134,000＝￥958,000 

   外注費：￥3,800,000＋￥520,000＋￥382,000＋￥69,000＋￥652,000＝￥5,423,000 

   経 費：￥231,000＋￥39,000＋￥57,000＋￥22,000＋￥18,000 

＋￥48,000＋￥18,000＋￥36,000＋￥4,500＋￥7,500＋￥37,500＝￥518,500 

３．未成工事支出金残高 (№202 工事) 

  ￥850,000＋￥235,000＋￥1,380,000＋￥104,000＋￥120,000＋￥42,000＋￥127,000＋￥26,000 

＋￥24,000＋￥18,000＝￥2,926,000 

４．現場共通費配賦差異勘定残高 

  (1) 甲部門費：￥126,000－￥119,400＝￥6,600（有利・貸方）  

 (2) 乙部門費：￥67,500－￥73,200＝△￥5,700（不利・借方） 

 (3) 現場共通費配賦差異勘定残高 

現場共通費配賦差異 

月初残高 

甲部門 13,400 

月初残高 

乙部門￥8,320 

当月発生 

甲部門￥6,600 
当月発生 

乙部門￥5,700 
月末残高(貸借差額) 

借方残高 ￥4,180 

 

〔第 4 問〕 

 問１ 予定配賦率：
￥860,000＋￥540,000＋￥1,085,000＋￥642,000＋￥137,000

25,000㎞
＝￥130.56 → ￥131/㎞(円未満四捨五入) 

 問２ 丙工事への予定配賦額：￥131/㎞×150 ㎞＝￥19,650 

 問３ 予定配賦額合計：￥131/㎞×(630 ㎞＋420 ㎞＋150 ㎞＋180 ㎞)＝￥180,780 

配賦差異：￥180,780－￥198,000＝△￥17,220(不利差異・借方差異) 
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〔第５問〕 

(1) 当座預金について 

① ( 当 座 預 金 ) 1,500  ( 未 払 金 ) 1,500  

②  修正不要         

(2) 棚卸減耗について 

 ( 未 成 工 事 支 出 金 ) 2,500  ( 材 料 貯 蔵 品 ) 2,500  

(3) 仮払金について 

① ( 旅 費 交 通 費 ) 7,300  ( 仮 払 金 ) 6,500  

      ( 未 払 金 ) 800  

(注) ②については下記(10)参照 

(4) 減価償却 

① 機械装置(工事現場用) 

 ( 機械装置減価償却累計額 ) 6,000 * ( 未 成 工 事 支 出 金 ) 6,000  

工事現場用の機械装置については、毎月の予定計上額合計￥90,000 と実際発生額￥84,000 との差額を当期の

工事原価(未成工事支出金)に加減します。 

* 予定計上額：￥7,500×12 か月＝￥90,000 

実際発生額：￥84,000 

∴￥90,000－￥84,000＝￥6,000(計上超過) 

② 備品(本社用) 

 ( 備 品 減 価 償 却 費 ) 4,500 * ( 備品減価償却累計額 ) 4,500  

* (￥32,000－￥14,000)×0.250＝￥4,500 

(5) 仮受金について  

① ( 仮 受 金 ) 14,000  ( 完 成 工 事 未 収 入 金 ) 14,000  

② ( 仮 受 金 ) 10,000  ( 未 成 工 事 受 入 金 ) 10,000  

(6) 貸倒引当金について 

 ( 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ) 8,220 * ( 貸 倒 引 当 金 ) 8,220  

* 貸倒懸念債権：￥7,500 

一般債権(￥68,000＋￥721,000－￥14,000－￥15,000)×1.2％＝￥9,120 
受取手形  完成工事未収入金  懸念債権 

貸倒引当金繰入額：(￥7,500＋￥9,120)－￥8,400＝￥8,220 

(7) 完成工事補償引当金について 

 ( 完成工事補償引当金 ) 2,400 * ( 未 成 工 事 支 出 金 ) 2,400  

* ￥9,800,000×0.2％－￥22,000＝△￥2,400（戻入） 

(8) 退職給付引当金について 

 ( 退職給付引当金繰入額 ) 7,000  ( 退 職 給 付 引 当 金 ) 25,000  

 ( 未 成 工 事 支 出 金 ) 18,000       

(9) 未成工事支出金について 

 ( 完 成 工 事 原 価 ) 33,000  ( 未 成 工 事 支 出 金 ) 33,000  

 
未成工事支出金  

Ｔ/Ｂ  84,500 (4)①   6,000  

 

差額￥33,000 を完成工事原価として 

完成工事原価勘定に振り替えます。 

(2)    2,500 (7)    2,400 

(8)   18,000 
（差額） 

 

 次月繰越 63,600  
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(11) 法人税等について 

 ( 法人税、住民税及び事業税 ) 42,000 *1 ( 仮 払 金 ) 32,000  

      ( 未 払 法 人 税 等 ) 10,000 *2 

*1 (総収益￥9,807,400－総費用￥9,667,400)×30％＝￥42,000 

*2  ￥42,000－￥32,000＝￥10,000 

損 益 計 算 

完 成 工 事 原 価 8,627,000 完 成 工 事 高 9,800,000 

販売費及び一般管理費 975,000 受取利息配当金 7,400 

支 払 利 息 38,380   

旅 費 交 通 費 7,300   

備品減価償却費 4,500   

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 8,220   

退職給付引当金繰入額 7,000   

税引前当期純利益 140,000  
 


